
令和６年度 学力向上交流会

「ちばっ子の学び変革」

推進事業検証協力校報告

        九十九里町立豊海小学校
  TOYOUMI  ELEMENTARY  SCHOOL



児童の様子

 活発で素直、社交的な児童が多い

 体験的な活動に意欲的に取り組める児童が多い

地域の様子

 九十九里平野のほぼ中央にある九十九里町の南部に位置

 いわし漁、米作りが盛ん

 マリンスポーツなどの観光地

学校教育目標

豊かに育つ豊海っ子

（徳）豊かな心 （知）豊かな学び （体）豊かな体力
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研究主題

「主体的・対話的で深い学び」を実現するための授業改善
～ICTを活用した、数学的な表現力を高める活動を通して～

研究仮説

ICTを効果的に活用し、お互いの考えを共有したり、比較
検討したりすることで、根拠を基に表現する力の向上を
図ることができるだろう。
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図形領域を中心に研究仮説を検証

令和５~６年度の研究テーマ
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２ 児童の実態

〇全国学力・学習状況調査（算数）

省略



○県学力検査の図形領域の変遷
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令和４年度

１年 -4.6

２年 -10.0

３年 -8.8

４年 -6.3

５年 -5.7

６年 -2.8

令和５年度

１年（現２年） 4.0

２年（現３年） 2.9

３年（現４年） 2.7

４年（現５年） -11.7

５年（現６年） 0

６年 -13.0

図形領域において、改善が見られた

２ 児童の実態



○県学力検査の思考・判断・表現の変遷
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令和４年度

１年 -6.0

２年 -3.6

３年 -9.3

４年 -7.2

５年 -5.7

６年 -0.2

令和５年度

１年（現２年） 9.5

２年（現３年） -0.5

３年（現４年） -3.4

４年（現５年） -18.6

５年（現６年） -2.4

６年 -10.7

思考・判断・表現においては、
さらなる手立てが必要

２ 児童の実態



成果
• ICTを活用し、自力解決の時間を確保
• ICT活用による見方・考え方の着目
• ICT活用による表現力の向上
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課題

•児童のICT機器のスキル向上

•問い返しの発問（教師）

令和５年度の成果と課題
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研究推進委員

ICTチーム collaborate with 働き方改革推進

 教員の機器スキル向上

 日常的な児童の機器活用の推進

 ICTの活用系統表の作成

目指す児童像チーム

 豊海小の目指す児童像の作成・修正

 問い返しパターン集

 シンキングツールの活用推進

学びの変革チーム

 全国学調、県学力検査の分析

 取組状況のまとめ、報告

研究紀要作成チーム

 今年度の研究について作成

学年部会

 低学年部会

 高学年部会

これまでの課題を受けての新体制



【見いだす】

設問（１） 新しい学習が始まる時には、「解いてみよう」という気持ちになっていますか。

設問（２） 解くときに、どうすれば解けそうか見通しをもとうとしていますか。

【自分で取り組む】

設問（３） どのように解いたらよいかを考え、自分の力で取り組もうとしていますか。

【広げ深める】

設問（４） 考えたことを友達と伝え合って、気付いたことを話し合っていますか。

設問（５） 友達の発表と自分の考えたものをくらべて聞き、同じところや違うところを探していますか。

【まとめあげる】

設問（６） 学習のまとめを自分の言葉で書こうとしていますか。 

設問（７） 学習のふり返りを自分の言葉で書いていますか。

設問（８） 学習をふり返って、次の学習のめあてをもつことができていますか。 

設問（９） 図形の学習は、他の教科や自分の生活に役立ちますか。
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４．とても思う ３．思う ２．あまり思わない １．思わない

「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」を
活用した授業改善のためのアンケートを実施

令和６年度 意識調査
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設問１

【見いだす】
設問（１） 新しい学習が始まる時には、「解いてみよう」という気持ちになっていますか。
設問（２） 解くときに、どうすれば解けそうか見通しをもとうとしていますか。
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設問２

学年が上がるにつれて、低下傾向がある。
学習内容の高度化により、算数に対する苦手意識が生まれている。

※１年生は、実態調査時に授業形態がまだ実践プログラムに沿う
内容でないため、年度末のみ実施予定

令和６年度 意識調査
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実際の児童の様子と比較
すると、見通しをもてて
いない傾向が見られる。
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設問３

【自分で取り組む】
設問（３） どのように解いたらよいかを考え、自分の力で取り組もうとしていますか。

令和６年度 意識調査
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設問５

【広げ深める】
設問（４） 考えたことを友達と伝え合って、気付いたことを話し合っていますか。
設問（５） 友達の発表と自分の考えたものをくらべて聞き、同じところや違うところを探していますか。
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設問４

学年が上がるにつれて低下傾向にある。
根拠をもとにしたり、表したりすることに課題がある。

令和６年度 意識調査



        九十九里町立豊海小学校
  TOYOUMI  ELEMENTARY  SCHOOL

低学年は、言葉で表すことが難しいことが影響している。
振り返りの内容面で、個人差が大きい。
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設問６

【まとめあげる】
設問（６） 学習のまとめを自分の言葉で書こうとしていますか。 
設問（７） 学習のふり返りを自分の言葉で書いていますか。
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設問７

令和６年度 意識調査
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設問８

【まとめあげる】
設問（８） 学習をふり返って、次の学習のめあてをもつことができていますか。 
設問（９） 図形の学習は、他の教科や自分の生活に役立ちますか。
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設問９

令和６年度 意識調査

学習したことが日常生活にどのように関連するのか、
また役立つのかをイメージすることに課題がある。
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思考・判断・表現の向上

３ 課題解決に向けた方策
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低学年
ふりかえりの

視点

３ 課題解決に向けた方策
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中・高学年
ふりかえりの

視点

３ 課題解決に向けた方策
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ICTの活用系統表

３ 課題解決に向けた方策
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図形を構成する要素や図形間の関係などに着目

図形の性質や図形の計算について考察

デジタル教科書の活用

根拠を示すためのICT活用

伝え合う協働学習の活動

○ICTの活用（仮説との関連）

○着目した数学的な見方・考え方

４ 実践 ５年生「面積」の学習
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デジタル教科書を活用し、図形を分割、回転、
移動させて自力解決する。

⇒ワークシートに記録したら、さらなる方法を
考える。

やり直しができるため、紙に印刷した図形を
切るよりも簡単に、何度でも粘り強く取り組
める。

４ 実践 ５年生「面積」の学習
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ワークシートに記入したものを、伝える
相手が見えるようにして説明している。

４ 実践 ５年生「面積」の学習

友達に伝える際に、実際に図形を動かし
たり、直接画面に書き込んだ言葉をもと
にしたりして説明している。
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電子黒板と書画カメラ（実物投影機）を活用
し、比較検討をする。

４ 実践 ５年生「面積」の学習

伝え合う協働学習でも知ることができなかった考え方
を共有することができた。
自分の考えと比較しながら、考えを深めることにつな
がった。



友達の書いた内容を参考にした
り、新たな気付きを得たりしや
すくなった。

４ 実践 ５年生「面積」の学習
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A児

B児

C児

D児

E児

F児

本時の振り返りをタブレットで
入力して即時共有

４ 実践 ５年生「面積」の学習
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○意識調査の事前・事後比較
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５年事前 ５年事後

全体的に意識は向上している。
設問５と設問７は、事後の意識が低下している。

設問（５）
友達の発表と自分の考えたものをくらべて聞き、
同じところや違うところを探していますか。

設問（７）
学習のふり返りを自分の言葉で書いてい
ますか。

実践モデルプログラムを活用し
た授業の継続により、児童の意
識する内容の向上が要因

４ 実践 ５年生「面積」の学習



成果

• ICT活用による表現力の向上

• ICT活用による見方・考え方の着目

• ICT活用による主体的な学習と学びの質の高まり
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課題

•児童のICT機器のスキル向上

•次年度以降の全校体制での活動の取り組み継続

•算数科以外の教科と関連付けた思考・判断・表現の向上

６ 成果と課題
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